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Abstract: In order to revitalize the waterfront sub-center area used as the main venue for the 2020 

Tokyo Olympic and Paralympic Games after the end of the Games, it is important to ensure 

accessibility by public transport. In this study, we proposed a simple accessibility index considering 

the possibility of migrating and evaluated the accessibility in the suburban area using the proposed 

index. As a result, the coastal sub-center area is less accessible than existing facilities in the city 

center, and the BRT and the measures outside the coastal sub-center area that are currently being 

considered are not expected to significantly improve accessibility. It was shown that the 

improvement of the migratory performance in the coastal sub-center area important. 
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1.はじめに 

近年，2020 年に開催予定の東京オリンピック・

パラリンピック（以下，オリンピック）に向け，

大会施設ならびに周辺交通網整備などの準備が

進められている．これらは終了後においてはレガ

シーとして活用されることが期待されている．一

方，大会施設が集約されている臨海副都心地域へ

向かうためには，「ゆりかもめ」や「りんかい線」，

「都営バス」といった限られた交通網を利用する

ほかなく，その土地への行きやすさを示すアクセ

シビリティが高いとは言い難い．過去にはオリン

ピック時に建設された施設が，オリンピック終了

後には十分に利用されなかったケースが存在す

る．これらの原因の一つに，アクセシビリティの

低さが挙げられると考えられる．東京についても

このままではレガシーとしての有効活用がなさ

れない可能性も十分に考えられる．オリンピック

施設の大会終了後における活用や臨海副都心地

域の活性化を図るためには，公共交通の利用率や

乗り継ぎの負担に変化を与えるアクセシビリテ

ィの確保が重要である．その際，回遊可能性の視

点が重要と考えられる．しかし，オリンピック終

了後の回遊可能性を考慮したアクセシビリティ

の評価については，その評価手法も含め十分に検

討されていない． 

既往の研究(寺林・岸本(2008)，飯田ら(1996)，

大島ら(1996)，佐藤ら(2002)，岸野・喜多(2010)

など)では駅構内の移動，出発地から駅への移動

など，特定のエリアに着目した研究が数多く行わ

れている．それに対し出発地から目的地の最寄り

駅までの広範囲において，往復を考慮してアクセ

シビリティの算出を行った研究は少ない． 
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 そこで，本研究では，回遊可能性を考慮したア

クセシビリティ指標を提案するとともに，提案指

標を用いた評価を行い，東京オリンピック終了後

の臨海副都心地域におけるアクセシビリティ向

上のために必要な交通施策の方向性を提示する． 

 

2.研究の方法 

2.1 研究対象 

 本研究では，新幹線等の高速鉄道を用いずに日

帰りで臨海副都心地域への外出が可能である首

都圏全域から臨海副都心を対象とする．臨海副都

心地域においてはオリンピック時に整備される

施設を中心とし，その周辺におけるアクセシビリ

ティの評価を行う． また，オリンピック時に整備

されるスポーツ施設や商業施設の評価を念頭に，

休日の昼間を研究対象時間帯とする． 

2.2 研究方法 

本研究では4つの段階でアクセシビリティを算

出する．始めに路線ごとの旅行速度，運行頻度，

乗換可能駅などの情報を考慮した鉄道ネットワ

ークを作成する（図-1）．次に，目的地へのアクセ

スに用いる鉄道駅を往復それぞれ１つずつ選定

し，出発地（今回は 500m メッシュの中心点を用

いる）から往路の駅，復路の駅から出発地までの

最短経路を探索して，一般化最小コストを算出す

る．その後，一般化最小コストより選択されたル

ートの旅行時間より，往路の駅から入って復路の

駅に抜ける際に回遊可能な時間を出発地メッシ

ュごとに算出する．最後に算出された回遊可能時

間よりアクセシビリティ指標を算出する．  

また，一般化コストとしては，乗車コストと乗

り換えコストを考える．本研究ではこの乗り換え

コストとして，佐藤ら(2002)の指標を援用した式

(1)を用いる． 

 𝐴ଶ ൌ ∑𝑇௔௡ ∗ 𝛽ଵ ∗ 𝐷 ൅ 𝑇௕௡ ∗ 𝛽ଶ ∗ 𝐷 ൅ 𝐸 ∗ 𝛽ଷ ∗

𝐷 ൅ ∑𝐶௧௡ ∗ 𝐷（1） 

ここに，𝑇௔௡:構内移動時間，𝑇௕௡:構内待ち時間，

E:消費料金，∑𝐶௧௡:n 回目のターミナルチャージ，

𝛽ଵ:構内移動時間の一般化パラメータ，𝛽ଶ:構内待

ち時間の一般化パラメータ，D:ダミー変数． 

 また，本研究では，回遊可能性を考慮したアク

セシビリティ指標として「回遊可能時間」「T時間

以上回遊可能人口」「延べ回遊時間」の３つの指標

を提案する． 

a)回遊可能時間 

回遊可能時間とは，目的地のエリアにて回遊が

可能な時間である．１日のうち外出が可能な時間

から，回遊を開始する流入駅までの旅行時間及び

回遊が終了する流出駅からの旅行時間を減じて

算出する．  

b)T 時間以上回遊可能人口 

T 時間回遊可能人口は，回遊可能時間が T 時間

を上回るメッシュの人口総和である．なお，T の

値は回遊時間を含めた１アクティビティに消費

する時間である．例えば，映画を見るという際に

は，回遊開始地点から映画館へ向かい，映画を見

た後に回遊終了地点までの時間がTとなる．なお，

本研究では T時間を 4時間として算出した． 

c)延べ回遊可能人口 

延べ回遊可能人口とは回遊可能時間がT時間以

上を上回るメッシュの回遊時間にメッシュ人口

にて重み付けを行った値の総和である．この値は，

多くの人がどれだけ疲れずに早く目的地まで向

かい多くの施設を回遊できるか評価するために

作成した指標である． 

 

図-1 ネットワーク概念図 



2.3 分析ケース設定 

臨海副都心での回遊行動のケーススタディと

して，パターン 1：オリンピック大会施設を２つ

回遊するケース(有明テニスの森-テレコムセン

ター)，パターン 2：オリンピック大会施設ならび

に商業施設を１つずつ回遊するケース(国際展示

場-東京テレポート)，パターン 3：商業施設を２

つ回遊するケース(台場-青海)を設定した．また，

比較対象として，東京中心部に立地する目的地

(新国立競技場，東京ドームシティ，上野公園)に

ついてもアクセシビリティ指標の算出を行った．

これらの評価を，オリンピック開催前(2018 年)を

対象とした現行ネットワーク，東京 BRT ならびに

相鉄・JR 直通線が開通したケース (2025 年)を対

象としたネットワークにて行った． 

  

3.分析結果 

3.1 アクセシビリティ指標による地域間比較 

まず，現状(2018 年)について，算出したアクセ

シビリティ指標の一覧を表-1 に示す．また，回遊

可能時間空間分布を，臨海副都心地域については

パターン１(図-3)，および，比較対象地域につい

ては新国立競技場(図-4)について示す． 

いずれも，臨海副都心地域より比較対象地域の

アクセシビリティ指標が高く，また回遊可能時間

の空間分布も比較対象地域の方が回遊可能時間

の高い地域が広範囲にわたっていた．概して，回

遊可能時間が高い地域の空間分布は，流入・流出

駅の沿線が接続する駅に深く関係していた．よっ

て，広範囲における回遊可能時間を向上させるに

は，沿線に接続路線数の多い駅を通過する路線の

利便性を向上させることが必要と考えられる． 

3.2 オリンピック終了後のアクセシビリティ評価 

オリンピック開催前(2018)からオリンピック

終了後(2025：選手村再開発後)のアクセシビリテ

ィ差分の一覧を表-2 に示す．また，パターン１に

ついて，回遊可能時間空間分布の差分を図-5 に示

す．多くのパターンにて延べ回遊可能時間の増加，

旅行時間の減少が見られた．これは，BRT が日比

谷線の新駅である虎ノ門ヒルズへと接続したこ

と，相鉄・東急直通の開通により旅行時間が短縮

されことなどが要因と考えられる．しかしながら，

4 時間以上回遊可能な地域の回遊可能時間平均で

はパターン 1を除き，ほとんど差がない結果とな

った．  

 

4.結論 

本研究では，回遊性可能性を考慮したアクセシ

ビリティ指標の提案を行った．その後，提案した

表-1 オリンピック開催前(2018)アクセシビリティ 

 

 

 

図-3 回遊可能時間空間分布(パターン1,2018) 

 

図-4 回遊可能時間空間分布(新国立競技場,2018) 

⼀般化最
⼩コスト
[千円]

回遊可能
時間
[時間]

旅⾏時間
[時間]

パターン１ 288 14.8 9.82 4.85 3.15
パターン２ 288 14.9 9.65 4.88 3.12
パターン３ 290 14.9 9.81 4.85 3.15
新国⽴競技場 326 18.2 9.13 5.07 2.93
東京ドーム 332 18.6 9.20 5.07 2.93
上野公園 336 18.8 9.17 5.07 2.93

4時間以上回遊可能地域平均4時間以上
回遊可能
⼈⼝

[⼗万⼈]

延べ回遊
可能時間
[千万⼈・
時間]

臨海副都
⼼地域

他地域

2018年



指標により，臨海副都心地域と都心に集中してい

る既存の施設との比較を行った．この分析により，

臨海副都心地域は都心にある既存の施設に比べ

アクセシビリティが低いこと，回遊可能時間の向

上は流入・流出駅の沿線が接続する駅に深く関係

していることが示された． 

次に，決定している公共交通整備を反映してオ

リンピック終了後のアクセシビリティの評価を

行った．これらの分析により，提案したアクセシ

ビリティ指標は，臨海副都心地域における回遊可

能性を考慮したアクセシビリティの状況や，交通

アクセス整備後の変化がより分かりやすく評価

できることを示した． 

一方，現在検討されている BRT や，臨海副都心

地域外の整備施策では，若干のアクセシビリティ

指標の改善はあっても大幅な改善ではなく，これ

らの整備が臨海副都心の回遊行動などの利用を

促進するかどうか疑問である．臨海副都心地域の

アクセシビリティを向上させるためには，臨海副

都心地域へのアクセス向上のみでなく，臨海副都

心地域内の回遊性を向上させる必要があること

が示唆される結果となった． 

本研究では，鉄道ネットワークの作成に当たっ

て，乗換時間等パラメータの設定が十分に精査さ

れていない箇所がある．また，メッシュ中心点か

ら鉄道へと乗り換えるまでの最短経路探索では，

バス路線の有無を考慮せず，直線距離に応じて移

動時間等を設定する簡易的な手法を用いている．

より正確な分析を行うためには，パラメータの精

査，バス路線の考慮など，改善が必要となる． 
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表-2 アクセシビリティ差分(2018-2025) 

 

 

 

図-5 回遊可能時間空間分布の差分 

(2018-2025) 

⼀般化最
⼩コスト
[円]

回遊可能
時間
[秒]

旅⾏時間
[秒]

パターン１ 34153 26.4 -4.89 6.71 -6.71
パターン２ -4177 -1.7 -1.26 1.09 -1.09
パターン３ 0 0.9 -1.01 1.50 -1.50
新国⽴競技場 -4082 -2.0 -1.31 0.95 -0.95
東京ドーム 0 -0.7 -0.06 -0.02 0.02
上野公園 0 -1.2 -0.17 -0.20 0.20

変化量(2018-2025)

4時間以上
回遊可能
⼈⼝
[⼈]

延べ回遊
可能時間
[万⼈・時

間]

4時間以上回遊可能地域平均

臨海副都
⼼地域

他地域



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /CMYK
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<

    /BGR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>
    /GRE <>

    /HRV (Za stvaranje Adobe PDF dokumenata najpogodnijih za visokokvalitetni ispis prije tiskanja koristite ove postavke.  Stvoreni PDF dokumenti mogu se otvoriti Acrobat i Adobe Reader 5.0 i kasnijim verzijama.)
    /HUN <>
    /ITA <>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>
    /RUM <>
    /RUS <>
    /SKY <>
    /SLV <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>
    /UKR <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [1200 1200]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


